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　本校は、『経営感覚と確かな技術を持っ
た人材の育成』『酪農を通じて地域に貢献
できる人材の育成』『社会人としての基礎
力を備えた人材の育成』という３つの教育
理念のもと、卒業後即戦力として地域社会
に貢献できる実践的な知識と技術を身につ
けた人材育成を行ってきており、この春、
第57期生29名（男子17名、女子12名）が酪
農大学校を卒業しました。今年も卒業生、
在校生、教職員に加え保護者の方にも参列
していただき卒業生を見送ることができま
した。就農・就職状況は、酪農後継者が４
名、雇用就農が20名（うち酪農場12名、肉
用牛農場８名）、酪農ヘルパーが３名、削
蹄師が１名、進学が１名となっています。
このうち３名が岡山県内で就業しており、
岡山県の畜産振興に繋がることを期待して
います。

第57期生一同（入学式写真）

　57期生は個性的な学生が多く元気で明る
い学年でした。新型コロナウイルスの影響
により思うように視察に行けなかったり農
大との交流会が中止になったりと今まで
できていたことがなかなかできず我慢する
ことも多かったと思いますが、それを上回

るほどの元気さで学生生活を楽しんでいた
ようでした。男女問わず仲が良く盛り上が
りすぎて少々羽目を外してしまうこともあ
りましたが、新型コロナウイルスのクラス
ターが校内で発生し牧場作業に支障が出そ
うなとき率先して協力を申し出てくれるな
ど頼もしい一面もありました。また、57期
生は30名入学し途中1名が体調不良で退学
を余儀なくされてしまいましたが、その後
は退学者もおらず29名が無事卒業を迎える
ことができました。これは困っている人が
いれば積極的に助けに行くという相互扶助
の精神が備わっている学年だったからこそ
だと思います。今後もその精神を忘れず周
りの人と助け合いながら社会に貢献して
いって欲しいです。

大山乳業視察にて

　２年間の学生生活で確かな友情を育み和
気あいあいと日々を過ごしていた57期生で
すが、４月からは新しい土地で老若男女
様々な人と関わりあいながら仕事に励む必
要があります。慣れない環境で不安や戸惑
いもあることでしょうが同じ志を持った仲
間たちと励ましあいながら、かつてない苦
境に立たされている畜産業界を生き抜いて
欲しいと願っています。

〔酪大だより〕

第57期生が卒業しました
公益財団法人　中国四国酪農大学校
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　令和５年３月２０日（月）真庭市落合
総合センター多目的室にて、和牛シンポ
ジウムを開催しました。本シンポジウム
は（一社）岡山県畜産協会をはじめ全農
等県下畜産６団体で構成する実行委員会
の主催及び岡山県、真庭市の後援を得
て、２０回目を迎えました。ここ数年は
コロナウイルス感染症の拡大により、リ
モートを中心に開催してきましたが、本
年度は４年ぶりとなる対面でのシンポジ
ウム開催となりました。検温・消毒の実施、
換気に努め、密にならないよう対策をと
りながらの開催となり、今回の参加者は
和牛繁殖農家、ＪＡ等関係団体、行政で
９８名となりました。

開会の挨拶をする柴田会長

　不安定な世界情勢の中、畜産分野にお
いても、燃料、肥料、飼料など生産資材
の価格高騰が大きな影響を与えている状
況の中、「畜産危機を乗り切るために～出
来ることからやってみよう～」をテーマ
に２つの講演と昨年１０月に鹿児島県で
開かれた「第１２回全国和牛能力共進会」
での岡山県の成果について報告が行われ
ました。その後、パネルディスカッショ
ンを行いましたので、その内容をご紹介

させていただきます。

１．鳥取県生産者連絡協議会の取り組み
　鳥取県生産者連絡協議会　木嶋泰洋会
長より「より良い子牛をつくるために～
鳥取県生産者連絡協議会の取り組み～」
と題し講演をしていただきました。

鳥取県生産者連絡協議会　木嶋会長

　木嶋会長から、「より良い子牛を作るた
めには地域が一体となって取り組むこと
が必要で、それが市場価格に反映される。
そのためには生産者が主体となった連絡
協議会が必要であり、優秀な血統だけに
頼らない購買者が安心して買うことがで
きるような仕組みを生産者自身で作りた
かった。」と述べられました。

２．国産飼料の活用方法
　広島県立総合技術研究所畜産技術セン
ター福馬敬紘副部長より、昨今の飼料高
騰を受け、「国産飼料の活用方法～飼料用
イネの活用～」と題し、イネＷＣＳ・飼
料用米の成分や給与方法等についてご講
演いただきました。この講演内容に関し
て、後に述べるパネルディスカッション
の中で、岡山県で和牛繁殖経営を行って
いる勝英和牛改良部会　小林勝彦部会長

〔トピック〕

令和４年度和牛シンポジウム開催
一般社団法人　岡山県畜産協会
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より飼料イネのカビ予防について質問が
挙げられました。福馬副部長からは、「畜
草２号などの乳酸菌が有効。保存状態に
もよるがサイレージ開封後、５日間から
７日間はカビの発生は抑えられる。」と説
明がありました。また、会場からは、イ
ネＷＣＳを使用したことによるコスト
メリットについて質問が挙げられました。
後日詳細な回答をいただきましたので、
次のとおりご紹介させていただきます。

広島県立総合技術研究所畜産技術センター
福馬副部長

　『購入乾草の代替利用前提でWCS利用に
よるコストメリットを考えた場合、維持
期の雌牛より授乳期の雌牛や離乳後の子
牛への利用が効果的になると考えられま
す。
　維持期の雌牛にＷＣＳを利用する場合，
エネルギーを薄めるための飼料（イナワ
ラ）とタンパク補給の飼料（大豆かす等）
が必要になりますが、それらの価格も高
騰しているため，ＷＣＳによるコストメ
リットは小さくなります。
　一方でエネルギー要求量が高まる授乳
期や成長段階の子牛の場合、エネルギー
を薄める必要はなく、タンパク補給のみ
（量も多くて数百gほど）必要になります
ので、得られるコストメリットは大きく
なると考えられます。』との回答をいただ
きました。
　最後に、岡山県農林水産部畜産課　金
谷健史主幹による「第１２回全国和牛能
力共進会」の報告の後、パネルディスカッ

ションを行いました。

３．パネルディスカッション
　「生産コスト低減を目指して」をテーマ
とし、ご講演いただいた２名の講師に加
え、前述の小林部会長の他、行政関係・
獣医師等関係団体の各分野の専門の方を
パネラーとしてお招きしました。
　最初に木嶋会長の講演の中にもあげら
れた「鳥取県生産者連絡協議会」の取り
組みについて意見交換を行いました。
　「鳥取県生産者連絡協議会」は鳥取県下
の和牛生産者、関係機関が一丸となって
生産性、評価の向上に取り組み優良な産
地形成を図ることを目的に、和牛生産者
により設立されました。運営のために協
議会に参加している生産者は子牛の生産
１頭につき4,000円を積み立てており、「積
立金を払うことに抵抗を感じる農家もい
た」と木嶋会長は語られましたが、鳥取
県やＪＡグループの協力の下、ほぼ全員
の繁殖農家約２８０名が協議会に参加し
ています。

　協議会の取り組みの１つに子牛市での
鼻腔粘膜ワクチンＴＳＶ－３の投与があ
りますが、その点について岡山県農業共
済組合の西川所長より、岡山県内でのワ
クチンの状況についてＴＳＶ－３の説明
と併せて「岡山県では地域ごとの診療獣
医師を対象にＴＳＶ－３の講習会を何回
も行っており、生産者に伝えているので
有効性について良く理解してもらってい
ると思う。」と説明していただきました。
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パネルディスカッションで質問をする
小林部会長（左）

　もう一つの取り組みについては、鳥取
市場では雌子牛について、子牛の期待育
種価、母牛の推定育種価のほかにゲノム
育種価を表示しているとのことで、当初
繁殖農家の反対もあったそうですが、購
買者を意識した子牛づくりを意識するた
めに一役買っているそうです。
　行政関係者・流通関係者からは、「岡山
県も見習う部分は多い」「理想的な取り組
みだが、各地域のこだわりを考えると難
しい点もある」と発言された他、会場の
生産者からは「鳥取県全体が一つとなっ
た協議会の取り組みは、大変有意義だ。」
との意見が出されました。
　最後に、小林部会長は「繁殖農家の高
齢化、コロナの発生、飼料費高騰等、様々
な問題はあるけれども、無理をせずに、
和牛の火を消さないよう仲間づくりを
行っていきたい。」と述べられました。

４．シンポジウムを終えて
　冒頭にも記載しましたように、本シン
ポジウムの対面開催は４年ぶりとなりま
した。この間、世の中は生活様式の変更
を強いられ、リモートでの会議が増え、
ある意味気軽にインターネットで人と話
すことができるようになりました。便利
になった反面、失ったものもたくさんあ
ると思います。その一つに、対面での話
し合いが少なくなったことで昨今の人と
人とのつながりの希薄さにさらに拍車を

かけることになったことです。
　やはり、人間は一人だけでは無力で限
界があります。そういった意味で、鳥取
県の生産者連絡協議会は生産者自身が立
ち上げ、皆で運営し、行政機関や農協が
後押しするという理想的な形となってい
ます。人と人がつながり、皆で形作って
いくというお手本に感じました。本県も
未曾有の畜産危機の中、見習う部分がた
くさんあると思います。５年先、１０年
先に子供たちが国産、県産の畜産物をい
つも口にできるよう、今回のシンポジウ
ムで得た知見を参考に、実現していかな
ければと考えています。
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はじめに
　現在、新型コロナウイルスの影響による
牛乳・乳製品の消費の低迷や、飼料代をは
じめとした資材の高騰により酪農情勢は厳
しい状況にあります。こうした中で、今回
はおかやま酪農業協同組合青年部の主催で
行われた出前授業に参加させていただきま
したので、この取組を紹介します。この出
前授業は１月27日に、倉敷市立第二福田小
学校の３年生に向けて行われました。

１　事前の準備はしっかりと！
①出前授業の開催に向けた勉強会
　まず、出前授業の実施にあたり青年部役
員の参加のもと、12月19日におかやま酪農
業協同組合本所で消費者に向けた酪農の伝
え方の勉強会が開催されました。畜産研究
所の高崎専門研究員から、消費者へ正確に
わかりやすく「酪農」を伝えるためのノウ
ハウの講義を受けました。勉強会では、出
前授業の準備に必要な事を出席者で話し合
いました。また、青年部の中で当日注意す
るべきことなどの意見を出し合い、情報を
共有しました。
②乳業メーカーとの打合せ
　１月13日、出前授業の当日にご協力いた
だく乳業メーカーの方も交えて、打合せを
行いました。打合せでは、当日の準備物や
小学校での確認事項などを話し合いまし
た。乳業メーカーの方からは、出前授業の
最後に児童が感想を言う時間を設けること
で出前授業が面白かったことをみんなで共
有するとともに主催者のモチベーションに

もつながる、といった助言を受けました。
③小学校との最終打合せ
　１月18日、最終打合せでは授業の内容や
当日の時間配分、各自の役割などの確認を
行いました。先生方から、児童たちは出前
授業を本当に楽しみにしているという話を
聞き、当日に向けて気持ちが高ぶりました。

２　いよいよ出前授業当日
　当日は、心配されていた前日からの雨も上
がり、仔牛たちも無事到着し、模擬牛の設置
など準備に取り掛かりました。また、主催者
として青年部５名、おか酪６名、乳業メーカー
３名、畜産協会、井笠家保、県民局から各１
名が参加しました。授業は３年生のクラス毎
に、約１時間の授業を４回行いました。授業
の流れは次のとおりでした。
①座学
　座学では最初に青年部の難波晃大委員長
から出前授業について説明し、次に乳業メー
カーによる牛乳ができるまでのビデオを放映
し、解説しました。

お話をする難波晃大委員長

②搾乳体験
　搾乳体験は模擬牛を用いて行いました。
模擬牛は乳頭から水が出る仕組みになって

〔県民局だより〕

小学校で酪農の出前授業を行いました！
備中県民局畜産第一班
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おり、児童は楽しそうに乳搾り体験を行っ
ていました。もう一度やりたいと言う児童
も多く、休み時間には他の学年の児童らも
体験に来ました。

搾乳体験を行う児童たち

③仔牛とのふれあい
　難波牧場の生後２ヶ月の双子のホルスタ
インを連れて来ました。青年部の方が保定
した仔牛を児童がなでたりブラッシングを
したりしました。

仔牛とふれあう児童

④感想、質問、まとめ
　児童からは質問が相次ぎ、難波委員長を
始め、青年部の方々が回答しました。
○児童からの質問（抜粋）
・牛は1日にどれくらいの乳を出すのか
・ミルクはどうやってできるのか
・�生まれた時の牛の赤ちゃんの体重はどの
くらいか
・牛は何を食べているのか
・牛はどのくらい飼っているのか

・酪農の仕事で一番大変なことは何か
・牛の耳に付いている番号は何か

　最後に、難波委員長から「給食で牛乳が
出たら、今日の事を思い出して牛乳を飲ん
でほしい。」とお話があり、児童は元気よ
く返事をしていました。

質問をする児童たち

⑤写真撮影
　授業の最後に児童と先生、仔牛と青年部
のみなさんで一緒に写真撮影を行いまし
た。

みんなで記念撮影

３　まとめ
　大盛況に終わった今回の酪農出前授業は、
児童らにとって記憶に残る貴重な体験になっ
たと思います。３年にわたり続いたコロナに
よる行動制限が緩和される方向にあることか
ら、今後もこのような活動が広がり、牛乳・
乳製品の消費の拡大や酪農への理解が進むこ
とを期待します。
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１　はじめに
　クロストリジウム属菌は、グラム陽性
の偏性嫌気性桿菌で、芽胞を形成します。
芽胞を形成した状態では、熱や乾燥、消
毒液にも耐性を持ち、長期間生き延びる
ため、殺菌が難しくなります。また、こ
の菌は土壌や河川等に広く分布しており、
健康な動物・人の腸管内でも正常細菌叢
の一部として存在しています。そのため、
全ての農場の牛で発症するリスクがあり、
県内でも散発的に発生しています（表１）。
　牛のクロストリジウム感染症には、気
腫疽、悪性水腫、牛ボツリヌス症、牛ク
ロストリジウム・パーフリンゲンス感染
症（旧：壊死性腸炎）等があります。今
回はそれぞれの疾病の特徴について解説
します。

表１ 県内での発生状況

２　気腫疽
　気腫疽はClostridium chauvoeiによって引
き起こされる届出伝染病です。傷口から本
菌が侵入することで感染します。創傷部と
その周囲に広範囲の皮下浮腫がみられ、短
時間で全身に広がります。浮腫の部分を指
で押すとプチプチと捻髪音が認められま
す。また、症状が進むと、創傷部から悪臭
のする液体がでてきたり、ふらつきが見ら
れ、やがて呼吸不全に至り、死亡します。
急速に症状が進む場合には、発症後数時間

～２日以内に死亡します。

３　悪性水腫
　悪性水腫はC.septicum、C.novyi等によっ
て引き起こされます。はじめは傷口部分に
熱をもった腫脹がみられ、ガスの産生によ
り腫大します。その後、腫大した部分の皮
膚は壊死し、冷たくなります。症状が進む
と、食欲が減退・消失し、歩行困難や呼吸
不全へと進み、１～４日以内に死亡します。

４　牛ボツリヌス症
　ボツリヌス症はC.botulinum（ボツリヌス
菌）によって引き起こされます。本菌の産
生する毒素の抗原性の違いにより、A～G
の７つの型に分類され、牛ではC、D型が重
要です。主な症状として、食欲の低下、神
経症状による流涎の増加、後躯麻痺、起立
不能、呼吸困難を引き起こし、死亡します。
　ただし、これまで県内で発生した事例で
は、写真１のように一見普通に座って反す
うしているように見える牛が、実際は後躯
麻痺で立つことができず、様々な方法で立
たせようとしても立つことが難しい状態で
した。急性に症状が進む場合は、この状態
から半日もすると呼吸不全に至り、死亡し
ます。

写真１　牛ボツリヌス症による起立不能牛

〔家保のページ〕

牛のクロストリジウム感染症について
岡山家畜保健衛生所
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　発症の機序は食中毒型と感染型に分類さ
れ、食中毒型は野生動物の死骸・糞が混入
した飼料や水分の多い変敗サイレージ等の
中でボツリヌス菌が増殖し、産生した毒素
を摂取することで発症します。感染型は、
ボツリヌス菌を保有したカラス等の糞が農
場内に侵入することが原因と考えられてお
り、牛の消化管内でボツリヌス菌が増殖し、
産生された毒素を吸収することで発症しま
す。

５　�牛クロストリジウム・パーフリンゲン
ス感染症（旧：牛壊死性腸炎）

　クロストリジウム・パーフリンゲンス感
染症は、C.perfringensによって引き起こさ
れます。本菌の毒素の産生パターンからA
～E型菌の５つの型に分類され、牛では全
ての型で発生報告があります。原因は明ら
かにされていませんが、寒冷ストレスや飼
料の過給、急な飼料の変更によって発生す
ると考えられています。幼牛で散発的に発
生が多いと言われていますが、成牛にも発
生します。
　発症の初期には元気消失がみられ、血便
や出血性の下痢、呼吸不全へと進み、死亡
すると言われていますが、症状がみられず
に突然死することが多いです。

６　発生した時の対策
　まずは早期診断が重要のため、死亡牛や
異常牛の検査をします。しかし、牛ボツリ
ヌス症の場合には、発症していても糞便か
ら毒素や菌が検出されない場合があるた
め、同居牛や農場の環境材料等を検査する
必要があります。診断が確定するまでに１
週間程度かかるため、診断を待たずに対策
をする必要があります。牛のクロストリジ
ウム感染症は、発症してからは効果的な治
療法はないため、発症牛は直ちに隔離し、
確定診断後は早めに処分する必要がありま
す。
　クロストリジウム属菌に有効な消毒薬は
限られています。塩素系、ヨード系、アル
デヒド系が有効と言われていますが、芽胞

を形成している状態では消毒薬がほとんど
効きません。そのため、まずは徹底的な清
掃を行いましょう。
　飼料が原因と疑われる場合には、直ちに
飼料を変更しましょう。ただし、飼料の検
査をするために、全てを処分せずに残して
おいてください。

７　発生を予防するために
　牛のクロストリジウム感染症には、ワク
チンが販売されています（表２）。発症予
防として、ワクチンを接種しましょう。た
だし、ワクチンは体内の毒素を中和し、発
症を防ぐことはできますが、菌の増殖や毒
素の産生を防ぐことはできません。ワクチ
ン未接種牛の発症や他の農場へ拡散するの
を防止するためにも、日ごろから農場の清
掃・消毒、野生動物対策、良質な飼料の給
与を徹底し、感染リスクを減らす必要があ
ります。
　まずは、野生動物の侵入防止対策として、
防鳥ネットや殺鼠剤等の設置をしましょ
う。
　また、サイレージは、土や野生動物の死
骸等の異物の混入防止、適切な水分調整、
乳酸菌の添加等を行った良質なものを給与
しましょう。変敗した飼料の給与は、発生
リスクにつながるので、もったいなくても
給与は止めましょう。

表２　�牛クロストリジウム感染症に対応するワクチン
一覧
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　今年度、畜産研究所では「ブランド力の
強化」の分野で９課題、「環境との調和と
気候変動への対応」の分野で４課題、「生
産性の向上」の分野で５課題の計18課題を
実施します。今回、この中から重点研究と
して取り組む４課題の概要を紹介します。

１　「もっとおいしい」岡山和牛づくり
　和牛肉の最大の特徴といえば霜降り（脂
肪交雑）です。霜降りの量を示す枝肉の格
付基準としてはBMSが用いられています
が、これまで当研究所ではBMSだけでな
く、脂肪の質（脂肪酸）や脂肪交雑の形（細
かさ）といった霜降りの質についての研究
を進め、格付評価には表れないおいしさを
求めてきました。一方、近年の研究で牛肉
の旨味やコク、柔らかさに関係する遺伝子
が見つかっており、この遺伝子型を調べる
ことで赤身のおいしさを予測できるように
なっています。
　そこで、これらの遺伝子型の調査を進
め、これまで求めてきた霜降りの質の向上
と合わせて、赤身部分のおいしさも追求し
た「もっとおいしい」岡山和牛づくりに取
り組んでいきます。

写真１.枝肉調査

２　イネWCSを使った乳用牛育成
　イネWCSは輸入飼料より安価であるた
め、需要が高まっている国産飼料の１つで
す。乳牛では泌乳牛、乾乳牛への給与が中
心で、育成牛にはあまり給与されていませ
ん。その理由として過肥になるのでは？繁
殖成績が悪くなるのでは？という懸念があ
るようです。
　そこで当研究所では、８～ 15ヶ月齢の
育成牛にイネWCSを給与し、育成牛の発
育や繁殖に悪影響を与えない給与方法を研
究しています。また、協力していただける
農家を募って地域での取り組みを広げてい
きたいと思いますので、興味のある方は畜
産研究所までご相談ください。

写真２.イネWCS

３　�牛伝染性リンパ腫（ＥＢＬ）発生予防
のための調査研究

　牛伝染性リンパ腫（EBL）は、ウイル
スを原因とする病気で、有効なワクチン
や治療法がないため、感染がわかったと
しても感染牛の淘汰か隔離しか対処法が
なく、農場にとっては大きな打撃となり
ます。
　最近の研究で、特定の遺伝子（抵抗性
遺伝子）を持った牛では、ウイルスに感
染しても発症しにくくなることが分かっ

〔技術のページ〕

畜産研究所の主な試験研究課題について
岡山県農林水産総合センター　畜産研究所　企画開発グループ
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てきました。
　そこで、当研究所飼養牛、県内飼養牛を
対象として、EBL発症抵抗性遺伝子の保有
状況を調査するとともに、畜産研究所内で
確認された保有牛を用い、EBL発症抵抗性
遺伝子を保有した子牛の作出を行っていま
す。

４　畜産からの温室効果ガス排出削減
　最後に紹介するのは、地球温暖化の原因
となっている温室効果ガス（GHG）をテー
マにした研究です。畜産業から発生する
GHGは牛のゲップに含まれるメタン、堆肥
化時に発生する一酸化二窒素が知られてお
り、農業生産分野では全体の約３割を占め
ていることから、削減に向けた技術開発が
求められています。これらの排出を削減す
る研究は全国的に広がっており、当研究所
でも取り組んでいます。
　牛のゲップに含まれるメタンの量を1頭
ずつ比べることで遺伝的にメタン発生が少
ない牛づくりを進めています。また、エサ
の内容でメタン発生が減らせないかも調べ
ていきます。
　堆肥化では一酸化二窒素を減らす微生物
の添加により、発生を抑える方法を研究し
ています。

写真3.GHG分析装置

お知らせ
　畜産研究所内の「まきばの館」は、４月
29日(土)に体験型施設としてリニューアル

オープンします。
　新設した専用の体験ルームでは、アイス
クリーム作り体験やソーセージ作り体験な
ど、牛乳やお肉を使った加工体験イベント
を楽しむことができます。また、新しくなっ
たレストランでは、クッキング体験ができ
るようになるなど、多くの体験メニューを
用意してみなさまをお待ちしています。ぜ
ひご来園ください。
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　はじめまして、美作家畜診療所（旧北部基
幹家畜診療所）に勤務しております、宮本翔
也と申します。この場をおかりして自己紹介
をさせていただきます。出身は大阪府で、獣
医学科のある岐阜大学に進学しました。大学
ではウイルス学に興味を持ち、４年生からは
狂犬病ウイルスに関する研究に励んでいま
した。将来は研究者になろうと思っていまし
たが、様々な挫折を味わい、やけくそになっ
た結果、道を誤り産業動物診療の世界へやっ
てきてしまいました。しかし、大学ではあま
り牛に触れる機会がなかったため、就職して
しばらくはなにもできないただの役立たず
でした。手術の助手で先輩獣医師に怒られ、
半泣きになりながら皮膚縫合したこともあ
りました（そのときは農家さんが慰めてくれ
ました、ありがとうございました）。そんな
私も獣医師になって３年が過ぎ、ようやくオ
ドオドせずに診療ができるようになってき
ました。怒られ辛かったはずの思い出も３年
が過ぎれば、なぜかいい思い出に変わってい
ます。バカって素晴らしいなと思います。今
回はそんなバカな私が最近取り組んでいる
虚弱な子牛への対策について紹介させてい
ただきます。
　毎日のように子牛を診療していると、残念
ながら治療が実らない場合もいくらか存在
します。特に虚弱子牛の下痢や肺炎は治療段
階で手遅れであることがあります。では、ど
うして子牛が虚弱になってしまうのでしょ
うか。その原因はさまざまですが、１つには、
母牛の健康状態、特に妊娠末期の栄養状態が
関与していることがあります。なぜなら、胎
子は妊娠末期２-３か月で急成長し、さらに、
この時期に免疫系細胞も急激に増殖するか

らです。つまり、母牛の妊娠末期の低栄養は
子牛の免疫機能に大きな悪影響をもたらす
と考えられます。なお、妊娠末期の胎子はエ
ネルギー源としてアミノ酸の要求量が高く、
この時期の栄養の充足、特にタンパク質の充
足は重要であると言えます。
　また、母牛の栄養だけでなく、分娩の環
境、特に牛床の汚染も子牛を病気させない上
で非常に重要です。もう、皆さんどこかで聞
いたことがあると思いますが、初乳を飲む前
の子牛は病原体に対抗する力は極めて小さ
いです。そして、初乳を飲む前に病原体が侵
入すると、初乳中の大切な成分（IgG）の吸
収率が低下することが知られています。つま
り、分娩直後に子牛の口や鼻が糞便で汚染さ
れ、体内に菌が入ると、初乳の効果を期待で
きません。分娩時の一瞬の汚染がその後の子
牛の一生を台無しにするといっても過言で
はありません。逆に言うと、分娩時に綺麗な
環境で生まれた子牛は汚染された環境で生
まれた子牛よりもその後の治療回数も少な
くなることが期待できます。分娩牛床を清潔
に保てるような理想的な敷材はやはり藁で
はないでしょうか。藁は水分量が少なく乾燥
しているため細菌が増えづらく、オガなどに
比べて鼻・口に入るリスクが小さいです。も
ちろん藁でなくても、新生子牛が糞便に汚染
されないような工夫がされているなら、素晴
らしいことだと思います。
　今日書いた内容はもしかするとすでに
知っているようなことだったかもしれませ
ん。それでもこのような基本的なことが子牛
を下痢させないうえで最も重要だと考えて
いるので、もう一度確認していただけたなら
幸いです。

〔共済だより〕

家畜診療日誌
美作家畜診療所　宮本　翔也 
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主　事 金谷　治真

岡山家畜保健衛生所 所　長 澤田　勝志
　家畜保健衛生課 課　長 牧野　俊英
　TEL 086-724-3880 副参事 田中　健嗣
　FAX 086-724-3884 副参事 佐藤　静子

副参事 中島　基之
主　幹 宮本　康子
主　幹 澤井　紀子
主　任 金谷　真澄
主　任 宇髙　成美
主　任 西川　早百合
主　任 遠藤　広行
主　任 馬場　　誠
技　師 菱川　創太

　病性鑑定課 課　長 別所　理恵
　TEL 086-724-3855 専門研究員 橋田　明彦
　FAX 086-724-3856 専門研究員 難波　かおり

専門研究員 梯　　洋介
研究員 山口　　葵
技　師 小花　綾乃

井笠家畜保健衛生所 所　長 西川　真琴
　TEL 0866-84-8221 次　長 清水　淳也
　FAX 0866-84-8233 副参事 馬場　　彩

副参事 いざさ　啓介
副参事 田中　静香
主　幹 錦織　拓美
主　任 児子　友美
主　任 蛇島　武久
主　任 三宅　　歩
主　任 松長　清美
主　事 長嶋　龍弥
技　師 和仁　佳史

高梁家畜保健衛生所 所　長 岡田　ひろみ
　TEL 0866-22-2077 次　長 高見　　剛
　FAX 0866-22-7882 副参事 横内　淳一郎

副参事 出石　節子
主　幹 荒木　由季子
主　任 森　　眞理子
主　任 田中　成枝
主　任 武内　　大
主　任 入江　結唯

岡山県畜産関係者名簿（令和5年4月1日現在）
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部　　署 職　　名 氏　　名
津山家畜保健衛生所 所　長 平田　祐介
　TEL 0868-29-0040 参　与 川尻　鉄也
　FAX 0868-29-3140 次　長 秦　　守男
　家畜衛生第一課 家畜衛生第一課長 金岡　孝和

副参事 松馬　定子
副参事 中山　裕貴
副参事 片岡　まどか
副参事 福島　成紀
副参事 笹尾　浩史
副参事 串田　規子
主　任 光宗　仁美
主　任 大津寄　由華
主　任 長尾　伸一郎
技　師 三柳　和志
技　師 西本　光佑
主　事 山﨑　直人

　家畜衛生第二課 家畜衛生第二課長 （次長兼務）
副参事 萱原　佳美
副参事 西　　淳子
副参事 横内　百合香
主　幹 武縄　勝浩
技　師 岡田　　慧
技　師 平井　伸明
技　師 藤原　　希
技　師 岡部　詩季
技　師 平野　一恵
技　師 森岡　亮裕

農林水産総合センター 所　長 藤原　　努
　畜産研究所 副所長 斉藤　浩史
　TEL 0867-27-3321
　FAX 0867-27-3333

　総務課 参　与 津寺　春良
　（畜産研究所駐在） 副参事 西村　江理子

主　任 樋口　久男
主　任 倉永　克彦

　経営技術研究室 室長（特別企画専門員） 行森　美枝
　TEL 0867-27-3322 グループ長（専門研究員） 川口　泰治
　（企画開発Ｇ） 技　師 宮野　友里

主　事 森田　陽果莉
　（環境研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 水木　　剛

技　師 米澤　瑶乃

部　　署 職　　名 氏　　名
　改良技術研究室 室長（特別企画専門員） 片岡　博行
　（育種改良研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 小田　　亘
　TEL 0867-27-3221･3396 副参事 村田　和弘

副参事 高山　　勲
副参事 岡本　元正
専門研究員 小林　　宙
研究員 高取　真穂
技　師 森淸　邦彦
技　師 岩本　侑希子

　（養豚研究Ｇ） グループ長 ( 専門研究員 ) 佐々木　真也
主　任 福島　敏道
主　任 有富　勝仁

　（繁殖衛生研究Ｇ）グループ長 ( 専門研究員 ) 坂部　吉彦
専門研究員 黒岩　力也
研究員 西村　祐枝
研究員 白石　　誠
技　師 宮浦　眞弘
技　師 葛原　大希
技　師 佐々野　貴経

　飼養技術研究室 室　長 滝本　英二
　（生産性向上研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 串田　晴彦
　TEL 0867-27-3349 副参事 大平　嘉秀

副参事 杉山　　卓
技　師 堀川　寛通

　（飼養管理研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 脇本　進行
専門研究員 高取　健治
副参事 福井　康勝
副参事 横山　明彦
研究員 三宅　正純
主　任 山田　庄市
主　任 定賀　和夫
主　任 富田　　康

県営食肉地方卸売市場 場　長 井上　信治
　TEL 086-272-2138 次　長 則武　　修
　FAX 086-273-7729
　　　総務課 課長（次長兼務）

主　幹 中田　　勉
主　幹 大上　拓郎

　　　業務課 課　長 岡田　英樹
主　任 杉本　裕亮
主　任 羽柴　一久
主　任 難波　　浩
主　任 妹尾　直樹
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部 長
課 長
主 事
主 事
主 事
臨 時
診 療 所 長
主 幹
技 師
技 師
技 師
技 師
嘱 託
診 療 所 長
技 師
技 師
技 師
技 師
臨 時
臨 時
出張所長(兼 )
主 幹
技 師
技 師
技 師
技 師
臨 時
診 療 所 長
主 任
技 師
技 師
技 師
技 師
技 師
技 師
技 師
技 師
技 師
技 師
臨 時
臨 時
出張所長(兼 )
主 幹
技 師
技 師
技 師
技 師
技 師
臨  時

家 畜 部
家 畜 課
　　　　TEL　086-277-5539
　　　　FAX　086-276-1412

生 産 獣 医 療 支 援 セ ン タ ー
　　　　TEL　0867-22-1500
　　　　FAX　0867-22-1194

備 中 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0865-64-4141
　　　　FAX　0865-64-2926

備 中 家 畜 診 療 所
備 北 出 張 所
　　　　TEL　0866-22-2211
　　　　FAX　0866-22-0358

美 作 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0868-26-1112
　　　　FAX　0868-26-6632

美 作 家 畜 診 療 所
蒜 山 出 張 所
　　　　TEL　0867-66-2517
　　　　FAX　0867-66-4626

江 草 佳 彦
江 草 佳 彦
石 川 貴 章
小 橋 陸 哉
鴨 井 敏 則
川 岡 典 子
西 川 達 也
大 屋 卓 志
宇 野 　 進
金 子 愛 弥
船 越 史 佳
森 本 高 輝
山 形 真 由
水 戸 康 明
広　瀬　水彩子
田 中 陽 生
赤 松 優 美
前 原 健 成
瀬良田　祐　子
齋 藤 聡 子
水 戸 康 明
根 木 慶 彦
越 本 時 貴
新 里 実 子
正 木 丈 博
畦 崎 正 典
中 笹 良 恵
椿 　 修
神 田 遥 子
篠 原 健 志
守　屋　ひか理
宮 本 翔 也
柴 田 　 薫
伊 藤 　 友
堀 間 大 我
豊　島　麻美子
影 山 　 　 毅
西 山 　 　 篤
大 谷 香 里
小 林 直 子
福 田 佳 子
椿 　 修
谷 　 拓 海
八 木 　 梓
後 藤 友 樹
齋 喜 宣 孝
金 盛 隆 志
犬 間 一 郎
宮　本　美佐枝

岡山県農業共済組合 令和5年4月1日
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全農岡山県本部 畜産部 組織図

全農岡山県本部 畜産部 人事配置　　　　　　　　　　 　令和5年4月1日現在
部・課 職　名 氏　名 備　考

畜産部
部　長 山　本　高　宏
次　長 藤　原　　　哲

畜産販売課
（086-296-5033）
（086-280-5024）

課　長 暮地岩　有　斗
専任課長 堀　田　文　博

藤　原　潤　太
阿　食　赳　正
松　尾　　　舞
岡　田　知　里
成　松　真奈美
柿　本　真　奈
松　本　英　梨
岡　﨑　友　哉
太　田　裕　之

難　波　智　明

原　　　千　秋
岡山GPセンター
(086-293-8688)

センター長 暮地岩　有　斗 兼　務

ミートセンター
（086-296-5088）

センター長 藤　原　　　哲 兼　務
木　下　貴　博
中　村　倫　政 兼　務
川　上　圭　太
井　上　清　志

はなやか精肉店
（086-222-2560）

店　長 堀　田　文　博 兼　務
中　村　倫　政
岸　田　健　介

畜産生産課
（086-280-5608）

課　長 西　野　芳　仁
小　野　皆　人
妹　尾　侑　斗
中　本　航　輝
小　椋　一　広
植　田　淑　江
難　波　智　明 兼　務
道　繁　　　要

総合家畜市場
（0867-42-5333）

場　長 中　村　　　健
小　野　皆　人 兼　務
小　椋　一　広 兼　務
植　田　淑　江 兼　務

畜産部

岡山GPセンター

ミートセンター畜産販売課

はなやか精肉店

総合家畜市場畜産生産課
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企画管理部　（TEL  086-221-0511）
　　　　　　（FAX  086-234-6031）

　　審 議 役　築山　伴文
　　審 議 役　小山　雅子
　　副調査役　井戸本由美

経営支援部

　　部　　長　藤原　裕士（兼務）
　経営対策班（TEL  086-222-8575）
　　　　　　　（FAX  086-234-6031）
　　班　　長　砂原　一彦
　　調 査 役　井上　睦恵
　　調 査 役　池見　　亮
　　副調査役　高尾　奈々
　　参　　与　本松　秀敏

　価格対策班（TEL  086-234-5981）
　　　　　　　（FAX  086-223-4755）
　　班　　長　築山　伴文（兼務）
　　技　　師　川崎　はづき
　　嘱託職員　和田　直美
　　参　　与　西家　純一（兼務）

　家畜衛生部（TEL  086-232-8442）
　　　　　　　（FAX  086-234-6031）

　　部　　長　河原　宏一
　　副調査役　石川　晶子
　　参　　与　西村　一道　
　　参　　与　西家　純一
　　参　　与　井戸　昭一
　　臨時職員　西林　由子

　　　家畜衛生管理センター
　　　（TEL  0867-27-3101）
　　　（FAX  0867-27-3102）

　　臨時職員　佐々木　太
　　臨時職員　宮本　敦已

　　　生乳検査センター
　　　（TEL  0868-54-7366）
　　　（FAX  0868-54-7368）
 
　　所　　長　小田　頼政
　　副調査役　村上　恭子
　　嘱託職員　本田　正司
　　嘱託職員　藤堂ゆみ惠
　　嘱託職員　池田　祥子
　　臨時職員　永禮　江美

令和５年度　一般社団法人岡山県畜産協会組織図
（令和５年４月１日）

代表理事会長
柴田　範彦

副 会 長
長恒　泰治

専 務 理 事
中塚陽二郎

事 務 局 長
藤原　裕士
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岡山県畜産関係各種協議会名簿一覧
（令和５年４月１日現在）

名　　称

岡山県家畜人工授精師協会

岡山県酪農乳業協会

岡山県産牛肉銘柄推進協議会

岡山県産豚肉消費促進協議会

岡山県養鶏協会

岡山県ふ卵協会

岡山県装削蹄師会

岡山県養蜂組合連合会

岡山県和牛子牛資質向上対策協議会

岡山県馬事畜産振興協議会

岡山県養豚振興協会

岡山県コントラクター協議会

事　務　局　

岡山県畜産課

おかやま酪農業協同組合

全農岡山県本部畜産部

全農岡山県本部畜産部

烏城養鶏農業協同組合

烏城養鶏農業協同組合

岡山県装削蹄師会事務局

鈴木養蜂場

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会

会　長

狩谷　和宏

長恒　泰治

藤原　雅人

藤原　雅人

安原　健二

山上祐一郎

平井　計行

鈴木　康正

山本　高宏

柴田　範彦

菱川大二郎

石原　聖康



　居酒屋で、大豆由来の植物性代替肉、細胞培養した培養
トロ、食用コオロギをつまみに一杯飲むのも味気ない。そんな
時代になってから悔やんでみてもあとの祭りだ。人口増加、温
暖化による気候変動、独裁者の力による現状変更などにより、
世界的な経済不況、食料危機が近い将来必ずやってくる。
　今こそ、農業や製造業など、地場産業の振興に本気で取
り組むべきであろう。
　変化を好まぬ国民性もあるが、次世代に付けを回さないよ
う、偽善的な建前論より現実を直視した決断と実行あるのみ
だ。（Y.N）

あとがき

　令和５年３月１５日（水）高知競馬場において、競馬や畜産
及び畜産物に対する認識を深めるため、岡山県馬事畜産振
興協議会協賛レース「岡山県吉備の温羅特別」を開催しまし
た。また、入場者の皆様に、蒜山ジャージーヨーグルトを配布し、
岡山の乳製品のPRを行いました。
　コロナ下で来場を控えていた競馬ファンの皆様、疾走する
馬たちの雄姿は、競馬場で。

ホ ッ ト ニ ュ ー ス

発行人　柴田範彦　　　編集人　藤原裕士  
発行所　一般社団法人  岡山県畜産協会
〒７００－０８２６  岡山市北区磨屋町９－１８  岡山県農業会館５階
TEL０８６－２２２－８５７５　　FAX ０８６－２３４－６０３１
印刷所  　ノーイン株式会社

岡山畜産便り　４月号（春季号）
第７４巻　第３号（通巻７０４号）
令和５年４月２７日発行  
定価２５０円 （消費税・送料含）

　地方競馬の収益金の一部は国内の畜産振興に役立てられています。
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